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霊長 BにおけるTBPAの多型に関する研究1)

田名部雄一 (岐阜大 ･段)

泣長日に屈する38位において,血焚サイロキシン結合

ブレアJt'ブミソ(TBPA)の存在ならびにその多型現象

を交配する池伝子 (PAFおよびPAS)の遺伝子頻度

を,Tl岬 に引続き,個体数をまして調べた｡

現在まで池井2,539個体のヒトおよび37種のサルの血

妹について解析した｡血矧 よ181Ⅰ標識サイロキシソを混

合してアガロースゲル電気泳動を行い,その後X線フィ

ルムを使用してラジオオーt･グラムをとり,TBPAの

存在並びに出を同定した｡TBPAの存在しないものに

っいてはアカゲザルPAF血妹と試駄管内で混合,難攻

物TI(hybridband)の非形成によって調査した｡

現在まで和られた,主な槌のPAFの退伝子頻度と例

数 (かゥこで示す)は次の様である｡ヒ111･000(86),

チソ/(ソジー1.000(4),クロテナガザル1･000(5),

シロテナガザル1.000(29),シルパールトン01944(9),

クロカソムt)1)-7モl/辛lo.667(3), マソドt)〟

0.500(1),マ'/T･ヒヒ0.805(300),ドグエラヒヒ0･894

く47),ニホソザル0.000 (1136),ヤクザル0･000 (149),

ペニガオザル1.000(20),ブタオザル0･949(39),ダイワ

ソザル0.818(44).アカゲザル0.852(274),ポソネット

モソキー0.500く7),カニクイザル0.910(83).サバソ

ナーモソキーOA43(185)である｡またウ-1)モソキー

(2),チークベイクモザル (2), I)スザル (14), ア

サオマキザJt,く6),ヨザル (2),オオギャラゴ (5),

コ4-ソツ/tイ (5),の広鼻独郊および原独裁にはTBP

Aは存在しなかった｡

以上の紙尿は,TBPAが狭鼻猿類の塩のみに存在し,

しかもTBPAの多型 (PASの存在)はオナガザ/レ上科

(Cercopithecoidea)の種のみに見出されると云う従来

の知見をうらづけると共に,従来PAFに固定されてい

るとされていたPot)io屈にもPASが存在し,多型現象

がみられることを示した｡

サル赤血球の植物性凝集素 (PEA)に対す

る塾特異性に関する研究

水谷 誠 (日本生物科学研究所)

ヒ†3.ニホソザル15,アカゲザル10.マントヒヒ8,

チソ/tソヂ-, ミrl)ザル,パクス,べニガオザル,

ブタオザル,カニクイザル,オマキザル,ヨザル,1)ス

ザル,ギャラゴ,スローPl)ス,ムーア,アジルテナガ

ザル.シロテナガザルについては各1個体,計18塩のサ

ル赤血球について93位の植物からの抽出液に対する投集

性を調査した結果,抽出液は次の4群に区分された｡

茄1群 :すべてのサル赤血球を凝集したもの｡これに

属するものは12塩のイソ〆ソマメ,エソドゥ,ヤ-ズ与

ソドゥ,ソラマメ,フジ,アカシア.ニセアカシア,ナ

クマメ,ジャガイ4,シロユ1),ドソグ1),シラカ′く,

アマt)I)ス,名称不明のもの2校の26塩であった｡

第2群 :すべてのサル赤血球を凝集しなかったもの｡

これに属するものはアズキ,アカクローバー,レソ〆,

セイヨウ-ナズオウ,エソジ>,JI,ビナス.サソジャク

ササゲ,レタス,サツマイ{,バセt),シロウ1),チョ

ウセソニソジソ,キュウ1),ホウセソカ,アサガオ,カ

ブラ,ヤマゴボウ,ダリア,コーヒー,スイカ,マクワ

ウ.),ナス,コムギ,-トムギの24稜であった｡

筋3群 :すべてのサル赤血球を溶血したもの｡これに

屈するものはグラジオラス1種｡

筋4群 :サル種間で洗米性が異なったもの｡これに属

するものはアオ11メ,カササギマメ,ダイズの3品種,

16ササゲ, ti'-ナツ, トロクスマメ,オジギソウ,ネ

A,カワラケツメイ,ヌスビt･J､ギ,クズ,ハギ.シソ

ギク.サソT.ウナ.ゴボウ,ダイコ1/,ナガイモ,サT･

イモ,ホウVソソー,ク1),カポチIY,ヒマワt)･ミズ

辛,I.ウモロコシ.ソテツ,ニソジソ,ネギ.オクラ.

ワラビ,ゼソマイ,スイセソ,クロッカス,カソナ,ハ

クサイ,ビワ,アイ1)ス,ヒヤクニチソク,チュ-1)ッ

プ,アヤメ-ツカダイコソの42位であった｡

租内変異の検索料よ弟4群に可能性がある｡

マカカ属における種間の染色体比較l)

平井 盲樹 (放 医 研)

石崎 寛治 (東大 ･好))

マカカ属サ)I,の各塩は,退伝的には相互に柾めて近い

関係にあると考えられる｡生班能力を有する槌間雑種が

生ずること (Chiarelli.1973),血液蛋白変異の税関比

較から推定される一迫伝的距敵が小さいこと く野沢ら,

1974)などがそれを袈付ける｡マカカ属サルの核型は全

ての塩につき擾めて類似している｡染色体分染法の一つ

である｡G-/1ソド法によるバソディソ〆･パターソの

比較でも,種間に顕著な差異は見出されない｡ただし,

1) 苅48回,日本迫伝学会大会 (1976.10.大阪大学)

で苑鼓した｡
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1) 変異部門,野沢教授との共同研究｡

2) 現在は京大 ･放生研センター｡


